
^
Ｇ
4
7Δ
溶
液
又
は
Ｇ
4
7Δ
希
釈
溶
液
を
廃
棄
す
る
際
に
は
、
ウ
イ

ル
ス
不
活
化（
高
圧
蒸
気
滅
菌
処
理
又
は
7
0％
イ
ソ
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
、

7
0％
か
ら

9
0％
ま
で
の
エ
タ
ノ
ー
ル
、

0•
2％
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
、

1
0％
ポ
ビ
ド
ン
ヨ
ー
ド
、

0•
1％
か
ら

0•
5％
ま
で
の
グ
ル
コ

ン
酸
ク
ロ
ル
ヘ
キ
シ
ジ
ン
及
び
0•
0
5％
か
ら
0•
2％
ま
で
の
塩
化
ベ
ン

ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
消
毒
薬
（
以
下
「
消
毒
薬
」
と
い
う
。）処
理

に
よ
る
。
以
下
同
じ
。）を
行
っ
た
後
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

で
定
め
ら
れ
た
医
療
廃
棄
物
管
理
規
程
（
以
下
「
医
療
廃
棄
物
管
理

規
程
」
と
い
う
。）に
従
い
廃
棄
す
る
。

_
被
験
者
に
対
す
る
Ｇ
4
7Δ
の
投
与
は
、
環
境
中
へ
の
拡
散
防
止
措

置
を
適
切
に
執
っ
た
手
術
室
（
以
下
「
手
術
室
」
と
い
う
。）内
に
お

い
て
、
被
験
者
の
腫
瘍
内
に
Ｇ
4
7Δ
の
入
っ
た
緩
衝
液
（
以
下
「
Ｇ

4
7Δ
液
」
と
い
う
。）を
経
直
腸
超
音
波
ガ
イ
ド
下
に
会
陰
部
で
経
皮

的
に
注
入
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。
被
験
者
の
経
直
腸
的
に
超
音
波

を
挿
入
し
、
超
音
波
の
画
像
を
ガ
イ
ド
に
し
な
が
ら
、
会
陰
部
で
経

皮
的
に
注
入
針
を
刺
入
し
、
用
手
的
に
遅
い
速
度
で
Ｇ
4
7Δ
液
を
注

入
す
る
。
注
入
後
は
注
入
針
を
そ
の
ま
ま
の
位
置
で
数
分
間
保
持
し

た
後
、
遅
い
速
度
で
抜
去
す
る
。
特
に
皮
膚
か
ら
の
抜
去
は
慎
重
に

行
い
、
Ｇ
4
7Δ
液
の
漏
出
及
び
エ
ア
ロ
ゾ
ル
化
を
防
止
す
る
。

`
被
験
者
へ
の
Ｇ
4
7Δ
の
投
与
終
了
後
、
被
験
者
の
創
部
を
消
毒
薬

に
よ
り
消
毒
し
て
ガ
ー
ゼ
で
覆
う
。
被
験
者
を
手
術
室
か
ら
、
環
境

中
へ
の
拡
散
防
止
措
置
を
適
切
に
執
っ
た
陽
圧
で
な
い
個
室
の
病
室

（
以
下
「
個
室
」
と
い
う
。）に
移
送
す
る
。

a
上
記

_
及
び

`
で
用
い
た
注
射
器
な
ど
の
器
具
並
び
に
布
及
び

ガ
ー
ゼ
類
は
、
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
を
行
い
、
医
療
廃
棄
物
管
理
規
程

に
従
い
廃
棄
す
る
。
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
を
個
室
以
外
の
区

域
で
行
う
場
合
に
は
、二
重
に
密
閉
し
た
容
器
に
入
れ
て
運
搬
す
る
。

術
後
の
当
該
手
術
室
は
床
を
消
毒
薬
で
拭
き
清
掃
す
る
。

b
投
与
後
7
2時
間
ま
で
、
被
験
者
を
個
室
内
で
管
理
す
る
。
検
査
等

の
理
由
で
被
験
者
が
一
時
的
に
手
術
室
及
び
個
室
か
ら
開
放
系
区
域

に
出
る
場
合
に
は
、
採
血
や
排
泄
等
を
最
小
限
に
留
め
る
。

c
個
室
に
お
け
る
管
理
期
間
中
の
被
験
者
の
尿
及
び
糞
便
等
の
排
泄

物
は
、
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
を
行
い
、
医
療
廃
棄
物
管
理
規
程
に
従
い

廃
棄
す
る
。
ま
た
、
研
究
用
検
体
と
し
て
使
用
す
る
被
験
者
の
血
液

及
び
尿
の
取
扱
い
は
、
Ｇ
4
7Δ
溶
液
及
び
Ｇ
4
7Δ
希
釈
溶
液
の
取
扱

い
に
準
じ
る
。

d
個
室
に
お
け
る
管
理
期
間
中
、
被
験
者
に
対
し
て
侵
襲
的
に
使
用

し
た
器
具
等
及
び
被
験
者
の
排
泄
物
等
に
接
触
し
た
器
具
等
は
、
ウ

イ
ル
ス
不
活
化
を
行
っ
た
後
、
医
療
廃
棄
物
管
理
規
程
に
従
い
廃
棄

又
は
十
分
に
洗
浄
す
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
を
個
室
以
外
の
区
域
で
行
う

場
合
に
は
、
二
重
に
密
閉
し
た
容
器
に
入
れ
て
運
搬
す
る
。

e
個
室
に
お
け
る
被
験
者
の
管
理
を
解
除
す
る
前
に
、
被
験
者
の
血

液
及
び
尿
中
の
Ｇ
4
7Δ
が
陰
性
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

な
お
、
Ｇ
4
7Δ
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
が
消
失
す
る
ま
で

の
期
間
、
個
室
に
お
け
る
管
理
を
継
続
す
る
。

Ĉ
個
室
に
お
け
る
被
験
者
の
管
理
を
解
除
し
た
後
に
、
被
験
者
の
血

液
又
は
尿
中
か
ら
Ｇ
4
7Δ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
被
験
者
を
個

室
に
お
け
る
管
理
下
に
移
す
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

な
お
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
上
記
b
か
ら
e
ま
で
と
同

様
の
措
置
を
執
る
。

平成™›年Ÿ月™š日 木曜日 第œŸ�—号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

新
潟
県
十
日
町
市
小
泉
一
四

一
五
の
一
、
一
四
一
六
の
一
、
一
四
八
二
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
新

潟
県
庁
及
び
十
日
町
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

新
潟
県
十
日
町
市
字
大
倉
午

一
二
六
の
子
、
午
一
二
七
、
午
一
二
八
の
子
、
午
一
三

一
の
子
、
午
三
八
五
か
ら
午
三
八
九
ま
で
、
字
枇
杷
ノ

子
午
三
六
九
、
字
上
ノ
石
平
午
四
一
六
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
新

潟
県
庁
及
び
十
日
町
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

新
潟
県
南
魚
沼
市
山
谷
字
セ

キ
山
一
三
二
六
の
一
、
一
三
二
六
の
三
、
一
三
二
七
の

一
、
一
三
二
七
の
四
、一
三
二
八
か
ら
一
三
四
六
ま
で
、

一
三
五
四
の
一
、
一
三
五
五
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
新

潟
県
庁
及
び
南
魚
沼
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

新
潟
県
長
岡
市
栖
吉
町
字
中

ノ
橋
四
五
五
二
、
四
五
八
八
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
新

潟
県
庁
及
び
長
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）
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